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１ いじめの定義といじめに対する基本的な考え方

(1)いじめの定義
いじめとは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と

一定の人間関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット

を通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じ

ているものと定義する。

(2)いじめに対する基本的な考え方
いじめ問題に迅速かつ組織的に対応するために、いじめに対する認識を全職員で共有する。そし

て、いじめは、どの学校・どの学級でも起こりうるものという基本認識に立ち、すべての児童生徒

を対象に、いじめに向かわせないための未然防止・早期発見・早期対応に取り組む。

２ 学校におけるいじめ防止等の対策のための組織

(1)いじめ防止対策委員会（生徒指導委員会と兼務）
①組織の設置

○学校におけるいじめの防止、早期発見及び解決に向けて中核的に取り組む組織とする。

○構成員は、校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、生徒指導部、養護教諭、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、該当

学年とする。

○いじめ対策担当教諭は生徒指導主任が兼務する。

②組織の役割

○学校基本方針に基づく取組の実施や、具体的な年間計画の作成・実行・検証・修正を行う。

○いじめ相談・通報の窓口となり、家庭・地域への周知を図る。

○いじめの疑いに関する情報や児童生徒の問題行動に係る情報の収集と記録、共有を行う。

○いじめの疑いの情報があった時には緊急会議を開き、いじめの情報の迅速な共有、関係のある

児童生徒への事実関係の聴取、指導や支援の体制・対応方針の決定と保護者との連携といった

対応を組織的に実施する。

(2)職員会議での情報交換及び共通理解
○職員会議では、全教職員で配慮する児童について、現状や指導についての情報交換及び共通理

解を図るとともに、生徒指導やいじめに関する研修を行う。

３ いじめ防止のための取組

(1)学級経営の充実
○一人一人の居場所としての学級づくりを推進する。

○Ｑ-Ｕの活用を図り、学級経営や児童理解を深め、よりよい学級経営に努める。

(2)学級経営力の向上
○学年同一歩調を基本とし、開かれた学年学級経営を行い、互いに高め合えるようにする。

○学級経営の研修やＰＤＣＡサイクルの機能化を図り、学級経営の評価・改善を図る。

(3)楽しく分かりやすい授業の充実…学ぶ喜びを実感させる
○「自己決定」「自己存在感」「共感的人間関係」のある授業づくりを全職員ですすめる。

○学力向上アクションプランの推進により、一人一人が基礎基本を習得し、思考力・判断力・表

現力が育まれるようにする。また、学習意欲の向上や、学習習慣の定着が図れるようにする。

(4)道徳教育の充実
○全教育活動において道徳教育を充実させ、人権尊重の精神や思いやりの心などを育てる。

○計画的な道徳の授業を着実に積み、いじめをしないような内面的資質を育てていく。

(5) 特別活動の充実
○学級活動を工夫・改善し、子ども自らの実践化へつなげていく。

○児童代表委員による「上陽戦隊ルールレンジャーレインボー」を中心とし、いじめ撲滅キャン

ペーンなどの「横の絆づくり」、異学年交流活動などの「縦の絆づくり」を軸とした児童主体

の取組を行う。



(6)生活習慣づくり
○児童の内面から約束やルールを守れるようにするとともに、「あいさつ」、「受け答え」、「ありがと

う」が気持ちよく言える子を育てる。

(7)相談体制の充実
○Ｑ-Ｕ検査結果の考察と対応策を考え、職員研修で共通理解を図る。

○ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰを活用し教育相談の機能化を図るとともに、専門的な立場ならの助言を得る。

(8)インターネット等を通じて行われるいじめに対する対策
○全校児童のインターネットに関する使用状況調査を行い、現状把握に努めるとともに、児童に

モラル教育をするなどして迅速に対応する。

(9)学校相互間の連携協力体制の整備
○他の小学校や中学校、幼稚園や保育所と情報交換や交流学習を行う。

４ いじめの早期発見のための取組

(1)教師と子どもとの日常の交流をとおした発見
○連絡帳やチャンス相談、休み時間や昼休み、放課後の雑談の機会に、気になる様子に目を配る。

(2)複数の教員の目による発見→教科担当制や交換授業・出張授業・合同授業等
(3)毎月「いじめアンケート」の実施
○毎月末に「いじめアンケート」を実施し、いじめの有無を把握する。

(4)本音で話しやすい職員関係（子どもの話題が気軽に出せる）
(5)保護者や地域からの情報提供
○日頃から、いじめ問題に対する学校の考え方や取組を保護者や家庭に周知し、共通認識に立った

上で、いじめの発見に協力を求めるとともに、保護者からの訴えに耳を傾ける。

○保護者が子どもの変化を読み取れるよう、年度当初の学級懇談会で「チェックポイント」※１

を知らせるとともに、いじめを発見した際の学校への連絡方法等を周知しておく。

５ いじめに対する早期対応

○いじめに関する相談を受けた場合、速やかに管理職に報告し、事実の有無を確認する。

○いじめの事実が確認された場合は、いじめ防止対策委員会をを開き、対応を協議する。

○いじめをやめさせ、その再発を防止するため、いじめを受けた児童・保護者に対する支援と、い

じめを行った児童への指導をその保護者への助言を継続的に行う。

○いじめを受けた児童が安心して教育を受けられるために必要があると認められるときは、保護者

と連携を図りながら、一定期間、別室等において学習を行う等の措置を講ずる。

○事実に係る情報を関係保護者と共有するための必要な措置を講ずる。

○犯罪行為として取り扱うべきいじめについては、教育委員会及び警察署等と連携して対処する。

６ 重大事態への対応

(1)重大事態の定義
①いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認められる場合

②いじめにより児童が相当の期間学校を欠席する（年間30日を目安とし、一定期間連続して欠席して
いる場合も含む）ことを余儀なくされている疑いがあると認められる場合

③児童や保護者から「いじめられて重大事態に至った」という申立てがあった場合

(2)重大事態への対処
○重大事態が発生した旨を、町教育委員会へ速やかに報告する。

○教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。

○上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施するとともに、関係諸機関と

の連携を適切にとる。

○上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係その他の必要な情報

を適切に提供する。



※１「家庭用いじめ発見チェックリスト」 群馬県教育委員会 H24.9


